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▷関連4〜5ページ

整備スタート！
を確保する予算を可決

令和元年 第2回 定例会（6月10日〜6月25日）

こんなことが決まりました。

	

議
案
第
61
号
財
産
の
無
償
貸
付
け

童
浦
こ
ど
も
園
用
地
を

明
睦
学
園
に
貸
し
付
け

童
浦
こ
ど
も
園
事
業
用
地
を
運
営
事
業
者
の
学
校
法
人
明
睦

学
園
に
無
償
貸
し
付
け
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

童
浦
こ
ど
も
園
は
令
和
２
年
４
月
の
開
設
に
向
け
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市長提出議案　　21件

令和元年第2回定例会を6月10日から6月25日まで開催しました。
専決処分の承認・一般会計補正予算など、市長提出議案21件を原案のとおり承認・
可決しました。
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新斎場、
未来を築き、安全性

	

議
案
第
68
号
一
般
会
計
補
正
予
算
第
１
号

	

議
案
第
63
号
田
原
斎
場
新
築
工
事
請
負
契
約

市
道
交
差
点
に
防
護
柵
設
置

豚
コ
レ
ラ
の
被
害
農
家
へ
の
再
建
支
援

田
原
斎
場
の
新
築
工
事
が

開
始
さ
れ
ま
す

市
道
交
差
点
に
防
護
柵
を
設
置
す
る
費
用
、
ま
た
、
豚
コ
レ

ラ
の
被
害
農
家
に
対
す
る
再
建
支
援
の
た
め
の
費
用
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

老
朽
化
の
進
む
田
原・渥
美
斎
場
に
代
わ
る
新
し
い
斎
場
の
建

築
工
事
が
現
在
の
田
原
斎
場
の
南
側
で
開
始
さ
れ
ま
す
。
新
斎

場
は
、最
新
の
排
煙
処
理
設
備
を
備
え
た
火
葬
炉
の
導
入
や
、待

合
室
５
室
、キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
、既
存
の
葬
祭
棟
と
の
連
絡
通
路

な
ど
、人
に
も
環
境
に
も
や
さ
し
い
施
設
を
目
指
し
、整
備
が
進

め
ら
れ
ま
す
。
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議
案 

№
54

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
を
市
長

が
専
決

問	

課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ
た
こ
と
に
よ

る
被
保
険
者
へ
の
影
響
は
。

答	

高
所
得
者
層
に
経
済
的
な
負
担
能
力
に

応
じ
た
税
負
担
を
お
願
い
す
る
も
の

で
、
中
間
・
低
所
得
者
層
の
方
に
は
増

税
の
影
響
は
な
い
。

（
６
／
18
文
教
厚
生
委
員
会
）

議
案 

№
55

市
長
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
特
例
を
廃
止

問	

市
長
給
与
の
10
％
減
額
措
置
を
廃
止
す

る
理
由
は
。

答	

市
民
の
方
に
恩
返
し
を
し
た
い
思
い
で

10
％
の
給
与
カ
ッ
ト
を
し
て
き
た
。
２

期
目
に
入
り
特
殊
な
条
例
を
続
け
て
い

く
こ
と
は
他
の
人
の
給
与
等
に
影
響
が

及
ぶ
た
め
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

問	

こ
の
条
例
を
廃
止
す
る
こ
と
を
市
民
に

説
明
す
る
責
任
が
あ
る
の
で
は
。

答	

機
会
が
あ
れ
ば
減
額
措
置
の
廃
止
に
つ

い
て
説
明
す
る
。

（
６
／
18
総
務
産
業
委
員
会
）

議
案 

№
60

火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

問	

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
後
の
検
査
方
法
は
。

答	

設
置
業
者
立
ち
会
い
の
下
、
作
動
状
況

を
確
認
し
、
放
水
適
正
圧
力
な
ど
を
検

査
す
る
。

問	

住
宅
火
災
予
防
を
啓
発
す
る
活
動
は
。

答	
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、

防
災
警
報
器
の
設
置
促
進
に
努
め
る
。

（
６
／
18
総
務
産
業
委
員
会
）

議
案 

№
62

患
畜
等
埋
却
地
の
無
償
貸
し
付
け
期
間

問	

土
地
の
貸
し
付
け
を
10
年
と
す
る
根
拠
は
。

答	

大
量
の
患
畜
の
た
め
埋
却
物
の
安
定
と

貸
付
期
間
の
長
期
化
を
避
け
る
こ
と
を

考
慮
し
た
。（

６
／
18
総
務
産
業
委
員
会
）

議
案 

№
66

赤
羽
根
浄
化
セ
ン
タ
ー
し
尿
等
受
入
施
設
建
設

問	

臭
気
へ
の
対
策
は
。

答	

し
尿
等
の
投
入
作
業
を
全
て
建
物
の
中

で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
臭
気
が
外
に
漏

れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

問	

周
辺
環
境
に
影
響
の
あ
る
進
入
道
路
や

排
水
対
策
は
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

答	

道
路
と
排
水
の
工
事
は
含
ま
れ
て
い
な

い
が
、
工
事
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

騒
音
や
振
動
、
工
事
車
両
通
行
の
安
全

な
ど
に
十
分
な
対
策
を
講
じ
る
。

（
６
／
18
文
教
厚
生
委
員
会
）

議
案 

№
68

農
業
用
ハ
ウ
ス
強
靭
化
緊
急
対
策
事
業
補
助
金

問	

農
業
用
ハ
ウ
ス
強
靭
化
緊
急
対
策
事
業

補
助
金
の
対
象
は
。

答	

老
朽
化
等
に
よ
り
十
分
な
耐
候
性
が
な

く
対
策
が
必
要
な
ガ
ラ
ス
温
室
の
補
強

等
が
対
象
と
な
る
。

▪
令
和
元
年
第
2
回
定
例
会
議
案
一
覧

議
案
番
号

議
案
名

52
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

（
伊
東　
克
郎
氏
）

53
専
決
処
分
の
承
認
（
市
税
条
例
等
の
一

部
改
正
）

54
専
決
処
分
の
承
認
（
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
）

55
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
特
例
を
定

め
る
条
例
の
廃
止

56
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

57
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

58
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

59
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

60
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

61
財
産
の
無
償
貸
付
け
（
認
定
こ
ど
も
園

事
業
用
地
）

62
財
産
の
無
償
貸
付
け
（
豚
コ
レ
ラ
発
生

に
伴
う
患
畜
等
埋
却
地
）

63
田
原
斎
場
新
築
工
事
請
負
契
約

64
田
原
斎
場
電
気
設
備
工
事
請
負
契
約

65
田
原
斎
場
火
葬
炉
設
備
工
事
請
負
契
約

66
公
共
下
水
道
赤
羽
根
浄
化
セ
ン
タ
ー
し

尿
等
受
入
施
設
建
設
（
土
木
・
建
築
）

の
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
の
締
結

67
公
共
下
水
道
東
大
浜
ポ
ン
プ
場
更
新（
長

寿
命
化
）
の
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定

の
締
結

平
成
31
年
度
補
正
予
算

68

一
般
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

69

田
原
福
祉
専
門
学
校
特
別
会
計
補
正
予

算(

第
１
号)

70

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
１
号)

追
加
議
案

71

田
原
斎
場
機
械
設
備
工
事
請
負
契
約

72

災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車
（
高
規
格

救
急
自
動
車
）
購
入
契
約

議案に対する
委員会・本会議での

議員の質疑・意見です

主な質疑
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問	

国
費
の
上
限
を
超
え
て
申
し
込
み
が
き

た
場
合
は
。

答	
来
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
事
業
の
た

め
、
来
年
度
に
申
請
し
て
い
た
だ
く
。

（
６
／
19
予
算
決
算
委
員
会
）

議
案 

№
68

豚
コ
レ
ラ
被
害
農
家
の
再
建
支
援

問	

再
建
支
援
等
交
付
金
の
算
定
方
法
は
。

答	

畜
舎
お
よ
び
畜
舎
に
係
る
土
地
等
に
係

る
固
定
資
産
税
２
カ
年
分
相
当
額
。

（
６
／
19
予
算
決
算
委
員
会
）

議
案 

№
68

交
通
安
全
の
た
め
の
防
護
柵
設
置

問	

設
置
さ
れ
る
防
護
柵
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

答	

駅
前
通
り
線
に
設
置
さ
れ
て
い
る
高
さ

80
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
金
属
製

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
を
標
準
と
し
て
検
討
し

て
い
る
。

問	

防
護
柵
を
設
置
す
る
交
差
点
の
選
定
方

法
は
。

答	

歩
道
つ
き
の
道
路
の
交
差
点
で
車
両
防

護
柵
の
設
置
が
な
い
箇
所
、
特
に
保
育

園
児
の
散
策
ル
ー
ト
、
小
学
校
通
学
路

と
し
て
利
用
さ
れ
る
箇
所
を
選
定
し
て

い
る
。

（
６
／
19
予
算
決
算
委
員
会
）

議
案 

№
69

田
原
福
祉
専
門
学
校
長
の
交
替

問	

職
員
人
件
費
が
大
幅
な
減
額
と
な
っ
た

が
、
校
長
の
任
用
の
方
法
は
。

答	

前
校
長
は
、
困
難
な
業
務
に
も
従
事
し

て
も
ら
う
た
め
、
特
定
任
期
付
職
員
と

し
て
の
採
用
だ
っ
た
。
現
校
長
は
、
従

来
の
職
務
に
従
事
す
る
非
常
勤
特
別
職

と
し
て
任
用
し
て
い
る
。

問	

校
長
が
週
2
日
の
勤
務
で
、
学
校
運
営

に
影
響
は
な
い
の
か
。

答	

現
時
点
で
は
影
響
を
感
じ
て
い
な
い
。

運
営
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ

う
、
状
況
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問	

前
校
長
を
期
待
を
持
っ
て
任
命
し
た
こ

と
と
結
果
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
市
長
は
ど
う

思
っ
て
い
る
か
。

答	

一
生
懸
命
検
討
し
た
が
、
結
果
が
出
せ
な

か
っ
た
こ
と
は
、
残
念
。
私
た
ち
は
常
に

前
を
見
て
い
る
。

（
６
／
19
予
算
決
算
委
員
会
）

議
案 

№
55

市
長
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
特
例
を
廃
止

 

反
対
（
岡
本
重
明
） 

市
長
給
与
10
％
カ
ッ
ト
は
、
4
年
前
の
初
当

選
に
つ
な
が
っ
た
大
き
な
公
約
の
一
つ
。
今

回
は
公
約
し
て
い
な
い
、
副
市
長
等
の
給
与

に
影
響
す
る
な
ど
は
責
任
転
嫁
の
発
言
。
約

束
を
翻
す
市
長
を
許
す
市
議
会
や
市
政
は
、

市
民
か
ら
信
用
さ
れ
な
い
。
市
長
の
言
葉
は

重
い
。

 

賛
成
（
村
上
誠
） 

本
条
例
に
よ
り
市
長
の
給
与
は
報
酬
審
議
会

の
答
申
ど
お
り
に
な
る
。
厳
し
い
財
政
状
況

で
は
あ
る
が
、
議
会
が
市
長
の
給
与
を
議
論

す
る
こ
と
は
市
長
の
政
治
判
断
を
著
し
く
阻

害
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
長
自
ら
の
判
断
を

尊
重
す
べ
き
と
考
え
る
。

 

反
対
（
廣
中
清
介
） 

給
与
10
％
カ
ッ
ト
の
廃
止
を
公
約
し
な
い
ま

ま
無
投
票
で
再
選
さ
れ
た
状
況
を
鑑
み
る
と
、

廃
止
が
市
民
の
信
認
を
得
ら
れ
て
い
る
と
は

考
え
に
く
い
。
在
職
期
間
中
は
10
％
カ
ッ
ト

と
定
め
た
条
例
を
、
同
じ
市
長
の
在
職
期
間

中
に
廃
止
で
き
る
よ
う
で
は
、
全
て
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

議案に対する
本会議での議員の

賛成・反対の表明です

討　　論

賛否が分かれた議案
　本会議では、議案に対して一人ひとりの議員が賛成・反対の意思表示をします。
　今定例会では、以下の議案の賛否が分かれました。賛成・反対の討論はこのページに掲載しています。
　また、その他の議案は、全会一致で可決しました。

議
案
番
号

議　案　名
（一部省略）

結　果
（賛成:反対）

55
特別職の職員で常勤の
ものの給与及び旅費に
関する条例の特例を定
める条例の廃止

可決
（15：2） ×◦◦×◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦−

〇…賛成　×…反対　−…議長は議決に加わらない

岡
本
　
重
明

赤
尾
　
昌
昭

鈴
木
　
和
基

廣
中
　
清
介

古
川
　
美
栄

長
神
　
隆
士

内
藤
喜
久
枝

辻
　
　
史
子

小
川
　
貴
夫

岡
本
　
禎
稔

平
松
　
昭
徳

太
田
由
紀
夫

内
藤
　
　
浩

村
上
　
　
誠

仲
谷
　
政
弘

中
神
　
靖
典

森
下
田
嘉
治

大
竹
　
正
章
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問 	 スマート農業の今後の取り組みは。
答 	 農家や関係機関と連携し、ICTなどの先端技術の

活用や導入に必要な支援を行うとともに、これら
を用いた新たな担い手の育成も応援していく。

問 	 温泉掘削を進める中で、どのように地域・事業者
を巻き込み、観光誘客や地域活性化を図るのか。

答 	 昨年度、渥美商工会・旅館組合・市により「温泉
開発に関する準備会」を立ち上げた。今年度は、
その組織に、田原市商工会・観光ビューロー・地
域などもメンバーに加えて「（仮称）温泉開発検
討委員会」を設置し、観光地としてのブランド力
や観光魅力度の向上など、地域経済の活性化を図
るための検討を進めていく。

市政運営の基本姿勢について
問 	 小中山地区津波避難施設整備の内容とスケジュー
ルは。

答 	 3カ所の津波避難タワーの整備と、小中山総合会
館の屋上を避難場所として活用するための施設改
修を、令和2年度から事業着手できるように調整
を進め、できる限り早期の完成を目指す。

問 	 厳しい財政状況が続くと想定されるが、今後の財
政運営についての基本方針は。

答 	 新たな企業誘致や地場産業の振興による税源の涵
養に取り組み、国・県の補助制度や市債の有効活
用、不用財産の処分など財源の確保に努める。ま
た、行政サービスの適正水準を確保しつつ、歳出
抑制も図り、将来を見据えたまちづくりを行って
いく。

中神  靖典
自由民主党田原市議団

財源確保に努め、行政サービスの適正水準を確保しつつ、
歳出抑制も図り、将来を見据えたまちづくりを行っていく

市政運営の基本姿勢は
代表質問

ここが聞きたい

一般質問

議会ホームページで本会議（一般質問）
の映像を見ることができます。

www2.city.tahara.aichi.jp/gikai/
田原市議会 ▶ インターネット議会中継 ▶ 生中継・録画中継
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ここが聞きたい 般一 質 問

仲谷  政弘

問 	 幹線道路の整備やその他の道路整備の取り組み
は。

答 	「渥美半島を縦貫する信号の無い道路」の早期実
現を目指し、県との共同調査研究や要望活動を
しっかり進める。また、国道259号・国道42号な
どの渋滞解消、通学路等の安全対策など、県に対
し要望活動を進めるとともに、市道についても計
画的に維持補全や改修を図る。

問 	 子育て環境・教育環境の充実に向けての重点的な
取り組みは。

答 	 児童虐待の早期発見のため、市役所内に「子ども
家庭総合支援拠点」を設置する。保育は、延長保
育や休日保育等に加え、今年度から「病後児保育」
の設置に取り組む。教育環境は「外国語教育」「プ
ログラミング教育」等充実を図り、地域一体となっ
た「コミュニティスクール」の創設など「ふるさ
と教育」にも力を入れる。

渥美半島田原市を元気にするための取
り組みの推進について

問 	 行政運営に当たり、どのようにかじ取りをしてい
くのか。

答 	 財政状況は大変厳しい状況にあるが、企業誘致や
国・県の補助制度の活用を図るとともに、公共施
設の適正化など行財政のスリム化に取り組む。

問 	 豚コレラ防疫及び養豚事業者の再建に対する考え
は。

答 	 市は、主体となって防疫対策を実施する県に協力
する。また、殺処分農家に対し、独自の交付金を
交付するとともに、地元農家の声を国・県にしっ
かり届ける。

自民クラブ
「渥美半島を縦貫する信号の無い道路」の早期実現を目指し、
県と共同で行う調査研究や要望活動をしっかり進める

幹線道路の整備やその他の道路整備の
取組方法について

代表質問

一般質問

Ｐ ６ 自由民主党田原市議団　中神靖典　市政運営の基本姿勢について
Ｐ ７ 自民クラブ 仲谷政弘　渥美半島田原市を元気にするための取り組みの推進について
Ｐ ８ 市民クラブ 平松昭徳　所信表明の重点的な取り組み等について
Ｐ ９ 長神　隆士 再生可能エネルギー導入の取り組みと課題について
Ｐ ８ 辻　　史子 農業用ため池の管理保全について、ヘルプカードの作成について

中高年のひきこもり「8050問題」について
Ｐ 10 廣中　清介 中心市街地の更なる活性化への取り組みについて
Ｐ 11 岡本　禎稔 地域共生社会の実現について
Ｐ 10 内藤喜久枝 田原市における健康寿命の延伸対策について
Ｐ 12 小川　貴夫 中学校の新たな取り組みについて
Ｐ 13 内藤　　浩 本市における障害児支援のあり方について
Ｐ 12 鈴木　和基 本市の「ふるさと納税」について
Ｐ 14 岡本　重明 「暮らしやすいまちづくり」における人口増の計画について

財源確保について、移動制約者である交通弱者にとっての暮らしやすいまちについて
Ｐ 15 森下田嘉治 豚コレラについて、野生イノシシ根絶と有害鳥獣対策について
Ｐ 14 古川　美栄 交通安全対策について、防犯対策について
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農
業
用
た
め
池
の
管
理
保
全
に
つ
い
て

問	

「
農
業
用
た
め
池
の
管
理
及
び
保
全
に
関
す
る
法
律
」
の
成
立
を

受
け
、
市
の
役
割
は
。

答	

「
特
定
農
業
用
た
め
池
」
の
決
壊
に
関
す
る
情
報
や
円
滑
な
避
難

を
確
保
す
る
上
で
必
要
な
事
項
等
の
周
知
を
図
り
、
住
民
の
防

災
意
識
の
向
上
を
目
指
す
。
管
理
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
責

務
が
明
確
化
さ
れ
た
と
捉
え
て
い
る
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
作
成
に
つ
い
て

問	

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
導
入
状
況
は
。

答	

本
人
、
家
族
に
と
っ
て
安
心
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
本
年

中
に
作
成
し
、
配
布
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

問	

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
セ
ッ
ト
で
配
布
す
る
の
か
。

答	

セ
ッ
ト
で
配
布
す
る
。
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問 	 商工業者支援策と具体的な観光振興策は 。
答 	 ブランド認定や6次産業化による特産品の創出や

販路形成を支援し、生産性向上や魅力づくりに向
けた取り組みを後押ししていく 。また、伊良湖
地区での温泉開発、サンテパルクたはらの魅力向
上やサイクルツーリズムの推進、「たはら巡り～
な」や「どんぶり街道」など、事業者と一体となっ
て取り組んでいく。

問 	 介護保険事業の運営が東三河広域連合に移管し１
年経過したが、本市への効果と課題は。

答 	 効果は、地域密着型サービスが、東三河全域で利
用可能となったことである。課題としては、新た
に通所型サービス事業を実施したが利用が少な
く、一層の啓発活動が必要と認識している。

所信表明の重点的な取り組み等につい
て 問 	 田原、赤羽根、福江市街地拠点の都市基盤整備の

方向性は。
答 	 田原市街地は、中心市街地全体を回遊できる仕組

みづくりを市民と一緒に取り組んでいく 。赤羽
根市街地は、組合施行の区画整理事業による住宅
用地の整備やサーフタウン構想に掲げる弥八島周
辺の整備を進める。福江市街地は、ショップレイ
周辺の整備構想を策定し、利便性が高く、魅力的
な市街地になるように検討していく。

問 	 公共施設の整備統合に向けた市の方針は。
答 	 今年度策定の個別施設計画で、総量の圧縮、長寿

命化、機能の最適化、民間活力の導入などを検討
しながら、市民ニーズにも対応した公共施設の適
正化に取り組む。

市民クラブ
平松  昭徳

今年度策定の個別施設計画で検討しながら、市民ニーズにも
対応した公共施設の適正化に取り組む 

公共施設の整備統合に向けた市の方針は
代表質問

本
年
中
に
作
成
し
、
配
布
で
き
る
よ
う
取
り
組
む

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
導
入
状
況
は

公明党田原市議団
辻  史子
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ここが聞きたい 般一 質 問

問 	 積極的に進められている再生可能エネルギー導入
の取り組み状況は。

答 	 太陽光発電導入率は、公共施設では令和4年度の
目標値40％に対し平成30年度は29％、持ち家世
帯では令和4年度の目標値15％に対し平成29年度
は14.3％。本年度から始まった燃料電池、蓄電池
及び電気自動車等充給電設備を導入する個人への
補助金は5月末時点で計20件の申し込みがあっ
た。

問 	 本年11月以降に太陽光発電の余剰電力買取制度の
買取期間が満了となり、価格下落が予想されてい
るが、その影響は。

答 	 蓄電池等を利用した自家消費を含め、複数の選択
肢から選べるため、引き続き太陽光発電施設を利
用していただけるものと考え、影響は少ない。

再生可能エネルギー導入の取り組みと
課題について 問 	 役目を終えた使用済み太陽光パネルの中には鉛、

セレン、カドミウムなどの有害物質が含まれるも
のもあるが、その対応は。

答 	 パネルメーカーや排出事業者から産業廃棄物処理
業者への情報提供や埋め立て方法等をまとめた環
境省のガイドラインを関係者に周知していく。

問 	 本市の再生可能エネルギーの方向性は。
答 	 地球温暖化対策として温室効果ガスの排出のさら

なる削減が必要となり、重要性を増すため今後も
導入を促進していく。

産業廃棄物処理業者への情報提供や埋め立て方法等をまとめた
ガイドラインを周知していく

有害物質が含まれるものもある使用済み
太陽光パネルへの対応は

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
「
８
０
５
０
問
題
」
に

つ
い
て

問	

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
を
受
け
身
で
な
く
積
極
的
に
把

握
す
べ
き
で
は
。

答	

当
事
者
の
自
宅
を
訪
問
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
や
生
活
さ

さ
え
あ
い
ネ
ッ
ト
事
業
に
お
い
て
対
応
す
る
。

長神  隆士
自民クラブ
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田
原
市
に
お
け
る
健
康
寿
命
の
延
伸
対
策
に
つ
い
て

問	

健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
に
市
民
へ
の
健
康
づ
く
り
が
重
要
と
思

う
が
、
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

答	

食
生
活
改
善
の
た
め
の
講
座
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
「
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」

を
実
施
し
、
参
加
者
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

問	

新
規
事
業
「
健
幸
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
の
目
的
と
目
標
は
。

答	

健
康
に
関
す
る
生
き
た
情
報
を
広
げ
、
健
康
な
生
活
に
活
か
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
1
年
間
で
1
0
0
人
程
度
の
健
幸
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
を
養
成
す
る
。

問	

30
年
以
上
続
い
た
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
な
ぜ
廃
止
し
た
の
か
。

復
活
の
可
能
性
は
。

答	

掲
載
す
べ
き
情
報
量
が
増
大
し
た
た
め
、
ブ
ッ
ク
形
式
の
情
報

誌
に
変
更
し
た
。
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
踏
ま
え
、
判
断

し
て
い
く
。

問	

生
活
習
慣
病
等
の
疾
病
予
防
と
重
症
化
予
防
の
取
り
組
み
は
。

答	

検
診
の
受
診
率
向
上
に
向
け
、
複
数
の
が
ん
検
診
等
を
同
時
に

受
け
ら
れ
る
セ
ッ
ト
検
診
や
休
日
検
診
を
実
施
し
た
り
、
託
児

付
き
検
診
日
も
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
必
要
な
方
に
は
保
健
師

等
が
訪
問
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。
特
に
昨
年
度
か
ら
糖
尿
病

性
腎
症
の
重
症
化
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

水やり等の管理体制も含め検討している

もっと多くの花で通りの連続感を演出
できないか

問 	 今年度から進められるまちなか案内板やサイン看
板の設計に市民の声は反映されるのか。

答 	 田原中部地区景観まちづくり検討会にて意見を聞
きながら進めていく。

問 	 軒先ベンチ提供事業についてはどのように実施す
るのか。

答 	 まちなか賑わいづくり実行委員会を実施主体と
し、歴史ウォーキングトレイル沿いを中心に店舗
等での設置を想定している。

問 	 ララグランに導入された電動アシスト付レンタサ
イクル「LaLaチャリ」の主たるターゲットと効
果は。

答 	 主に鉄道で訪れる観光客をメインターゲットにし
た観光利用を目的としている。新しい2次交通と
して活用でき誘客効果を高めるものと考える。

問 	 案内板や軒先ベンチ、レンタサイクルに四つ葉を
あしらうことで「幸せの四つ葉プロジェクト事業」
をサポートできないか。

答 	 関係団体と検討させていただく。

中心市街地の更なる活性化への取り組
みについて

問 	「シンボルロード花いっぱい事業」において、新
たな取り組みは。

答 	 手筒花火の筒を使った花壇を、商店や民家に飾っ
てもらえるよう検討している。

問 	 三河田原駅から萱町交差点までは、ハンギングフ
ラワーだけとなっている。もっと多くの花を使う
ことで、駅からはなとき通りまでの連続感を演出
できないか。

答 	 この区間については、花や緑がもっとあった方が
いいとの意見もある。水やり等の管理体制や維持
管理費用を含め検討している。

無派不撓クラブ
廣中  清介

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
踏
ま
え
、
判
断
し

て
い
く

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
廃
止
し
た

が
、
復
活
の
可
能
性
は

かがやき
内藤  喜久枝
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ここが聞きたい 般一 質 問

支えあい意識の醸成を深め、誰もが地域活動に参加しやすい
環境の整備に努める

地域共生社会の実現に向けた市民の参画を
促す取り組みは

問	

介
護
予
防
対
策
の
内
容
と
推
進
方
法
は
。

答	

参
加
が
少
な
い
男
性
の
介
護
予
防
教
室
へ
の
参
加
を
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
住
民
が
集
ま
る
通
い

の
場
づ
く
り
を
進
め
る
。
ま
た
、
介
護
予
防
の
担
い
手
と
な
る

介
護
予
防
推
進
員
を
毎
年
10
人
程
度
養
成
し
て
い
く
。

問	

認
知
症
対
策
に
は
予
防
も
重
要
だ
と
思
う
が
。

答	

企
業
や
Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
働
き
盛
り
の
世
代
を
中
心

に
認
知
症
の
正
し
い
知
識
の
普
及
・
啓
発
を
進
め
、
高
齢
に
な
っ

て
も
役
割
を
持
ち
、
社
会
参
加
が
で
き
る
機
会
を
増
や
す
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。

問 	 本市における地域包括ケアシステムの構築の現状
は。

答 	 市内に高齢者支援センターの設置や生活支援コー
ディネーターによるネットワーク構築、認知症初
期集中支援チームを設置し体制整備を図ってい
る。

問 	 地域包括ケアシステムの強化に向けた取り組み
は。

答 	 地域に共通した課題の明確化を図り、高齢者個人
に対する支援の充実と、社会基盤の整備を同時に
進めていく。

問 	 地域共生社会の実現に向けた基本的な考えは。
答 	 我が事・丸ごとの地域づくりと包括的な支援体制

の整備を重点的に図ることにより、地域共生社会
の実現を目指す。

地域共生社会の実現について
問 	 我が事・丸ごとの地域づくりについて、今後どの
ように進めていくのか。

答 	 担い手などの人材を育成する取り組みをさらに進
め、縦割りや他人事にならないよう、包括的な相
談支援体制の構築を進める。

問 	 地域共生社会の実現に向けた市民の参画を促す取
り組みは。

答 	 地域における助け合い、支えあい意識の醸成を深
め、誰もが地域活動に参加しやすい環境の整備に
努め、人材の掘り起こしや市民活動・ボランティ
ア活動の活性化を促す。

自由民主党田原市議団
岡本  禎稔



ここが聞きたい 般一 質 問

12田原市議会だより 第72号（2019年7月）

連携型中高一貫教育という特色ある取り組みの中での活用方法
を研究していく

部活動の外部指導員を雇用し、中高の6年間
を通して指導できないのか

問 	 福江中学校の全ての教員に福江高等学校との兼務
発令が出されているが、交流する教員が増えるの
か。

答 	 全ての教員が少なくとも一回は、学校行事等で交
流することを目標にしている。

問 	 部活動の外部指導員を雇用し、中高の６年間を通
しての指導は可能か。

答 	 連携型中高一貫教育という特色ある学校の取り組
みの中での活用方法を研究していく。

問 	 コミュニティ・スクール（※）の取り組みとして、
トライアスロン部やサーフィン部のように地域の
自然を活かした“新たな部活動”の設置を働きかけ
る考えは。

答 	 コミュニティ・スクールの学校運営協議会で協議
され、学校も設置可能と判断すれば、学校や地域
の考えを尊重したい。

中学校の新たな取り組みについて

問 	 コミュニティ・スクールの学校運営協議会に福江
高等学校の校長が入っているが、協議される内容
は、高等学校のことも含まれるのか。

答 	 連携型中高一貫教育の取り組みと関連した有効な
事項であれば、協議の対象となる。

問 	 連携型中高一貫教育を推進している福江高等学校
もコミュニティ・スクールを実施するように働き
かける考えは。

答 	 福江高等学校からの要望があれば、支援・協力を
していきたい。

本
市
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ
い
て

問	

過
度
な
返
礼
品
競
争
な
ど
、
国
の
方
針
を
守
ら
な
い
自
治
体
が

あ
り
社
会
問
題
と
な
っ
た
が
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

状
況
は
。

答	

国
の
方
針
を
順
守
し
つ
つ
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
の
加
入
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
決
済
の
導
入
な
ど
、
寄
附
者
の
利
便
性
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
た
。そ
の
結
果
、寄
附
件
数
は
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

問	

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
本
来
の
理
念
と
は
か
け
離
れ
、
返
礼
品
の

魅
力
そ
の
も
の
が
自
治
体
を
選
択
す
る
基
準
と
な
っ
て
い
る
現

状
を
ど
う
考
え
る
か
。

答	

本
市
に
は
「
渥
美
半
島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド
」
認
定
品
を
は
じ
め

と
し
て
魅
力
あ
る
地
場
産
品
が
多
く
あ
る
。
生
産
地
で
あ
る
田

原
市
の
魅
力
を
さ
ら
に
発
信
し
、
応
援
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
指
す
。

問	

寄
附
金
の
使
い
道
12
項
目
の
見
直
し
は
。

答	

本
市
の
政
策
や
寄
附
者
の
意
向
な
ど
に
配
慮
し
、
今
後
も
必
要

に
応
じ
て
目
的
項
目
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

自民クラブ
小川  貴夫

返
礼
品
に
よ
る
地
域
産
業
の
活
性
化
、
交
流
人

口
・
関
係
人
口
の
拡
大
な
ど
多
方
面
で
こ
の
制

度
を
活
か
し
て
い
く

今
後
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
狙
い
は

自民クラブ
鈴木  和基

（※）	 コミュニティ・スクール：学校と地域住民等が力を合わ
せて学校の運営に取り組むことが可能となる「地域とと
もにある学校」への転換を図るための有効な仕組み

7月1日付で
「自由クラブ」になりました。（ ）
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ここが聞きたい 般一 質 問

問 	 平成30年度末までと設置目標時期が過ぎている医
療的ケア児（※）支援の協議の場の設置状況は。

答 	 既存の保健・医療関係者の会を協議の場と位置づ
け取り組んでいる。

問 	 障害児等支援事業の取り組みは。
答 	 共生社会の実現に向けた取り組みである障害児理

解啓発事業やペアレントプログラム研修など保護
者支援を実施している。

問 	 障害のある子どもの「児童から就労」までワンス
トップの相談体制が必要では。

答 	 ライフステージに応じた相談支援体制を構築し、
最初に相談を受けた支援機関が適切につなぎ、切
れ目のない支援を行う。

本市における障害児支援のあり方に
ついて

問 	 親子交流館「すくっと」内に設置した田原市子育
て世代包括支援センターで、子どもの障害に対す
る相談があった場合の対応は。

答 	 年齢や相談内容によって支援機関が異なるため、
まずは丁寧な傾聴を行い、関係支援機関に連絡を
取り、確実につなぐ体制整備に努める。

ライフステージに応じた相談支援体制を構築し、切れ目のない
支援を行う

障害のある子どものワンストップの
相談体制が必要では

問	

今
後
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
狙
い
は
。

答	

財
源
獲
得
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
返
礼
品
に
よ
る
地
域
産
業
の

活
性
化
、
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
な
ど
多
方
面
で
こ
の

制
度
を
活
か
し
て
い
く
。

自民クラブ
内藤  浩

（※）	 医療的ケア児：医療技術の進歩を背景としNICU（新
生児特定集中治療室）等に長期入院した後、引き続き
人工呼吸器や胃ろう等を使用し、たんの吸入や経管栄
養などの医療的ケアが日常的に必要な児童のこと
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交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

問	

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
保
有
状
況
は
。

答	

65
歳
以
上
で
1
万
1
9
7
2
人
、
70
歳
以
上
で
7
万
7
0
8
人
、

75
歳
以
上
で
4
2
6
9
人
と
な
っ
て
い
る
。

問	

高
齢
運
転
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
制
度
の
効
果
は
。

答	

自
主
返
納
者
数
は
、平
成
28
年
が
95
人
、平
成
29
年
が
2
1
0
人
、

平
成
30
年
が
1
8
4
人
と
増
加
し
て
お
り
、
一
定
の
効
果
を
上

げ
て
い
る
。

問	

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答	

交
通
施
策
、
福
祉
施
策
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
な
ど
、
総
合
的

に
移
動
手
段
の
確
保
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

問 	「地域特性を活かした暮らしやすいまち」を実現
するに当たっての課題の中で最大のものは。

答 	 課題は、相互に関連しており、「田原市まち・ひと・
しごと創生総合戦略」により総合的・計画的に人
口増加策に取り組んでいる。

問 	 地域の特性を活かした暮らしやすいまちをつくる
ためには、農業の発展が必要であり「田原市まち・
ひと・しごと創生総合戦略」における農業の位置
づけを強化していく必要があると考えるが、市の
見解は。

答 	 農業産出額日本一を誇る農業関連の施策も次期総
合戦略に位置づけ、しっかり取り組んでいく。

暮らしやすいまちづくりについて

問 	 今後厳しい財政状況が予測されるが、財源確保に
対する市の方針は。

答 	 税収の確保が最も重要と認識し、農業をはじめと
する地元基幹産業の振興や企業誘致施策に取り組
む。また、国・県補助金の獲得、市債・基金の有
効活用を行うとともに事業の内容や実施時期を見
直し優先的に取り組むべき事業の財源を確保す
る。歳入増加、歳出抑制の両面で対応していく。

問 	 現状の伊良湖岬から三河田原駅及び豊橋駅までの
幹線乗合交通の運賃・ルート・便数について市の
見解は。

答 	 長距離乗合運賃について高額になっていることは
認識している。バスの伊良湖支線は便数が少ない
ため今後検討していく必要があると考えている
が、バスの伊良湖本線と鉄道の渥美線は必要な
サービスレベルに達している。

次期総合戦略に位置づけ、しっかり取り組んでいく

「田原市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に
おける農業の位置づけは

みんなの党田原市議団
岡本  重明

総
合
的
に
移
動
手
段
を
充
実
し
て
い
く

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
は

自由民主党田原市議団
古川  美栄
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ここが聞きたい 般一 質 問

問 	 これまでに行ってきた防疫対策は。
答 	 国の調査結果に基づき、消毒の強化と小動物・昆

虫の駆除を重点的に取り組んでいる。

問 	 養豚農家に対する短期的・長期的な支援方策は。
答 	 短期的には、経営再建のための支援強化などを、

長期的には、養豚場の設備面の防疫強化のため畜
産クラスター事業の活用支援に加え、侵入防止柵
等整備費助成制度の充実を国・県に要望している。

問 	 養豚農家が安心感を高め、適切な行動をとるため
には、情報の発信が重要だが、市の対応状況は。

答 	 防疫ニュースなどで情報発信したり、勉強会を開
催し地域関係者と国との間で共通認識を共にし、
情報・意見交換を行っている。今後も国・県と調
整を図りながら適切な情報発信に努める。

豚コレラについて

問 	 野生イノシシから農業被害を防ぐ電気柵の設置状
況と根絶に向けた対策の状況は。

答 	 電気柵の設置補助は、昨年度52件の満額執行、本
年度は予算を増額し現在6割程の執行がある。根
絶に向けては、わなの設置数を65カ所から85カ
所に増加した。

問 	 捕獲実施者との情報共有や連携の状況は。
答 	 専門的な見地から捕獲に対する提案をいただいた

り、職員が捕獲場所に赴き情報共有を行っている。

野生イノシシ根絶と有害鳥獣対策につ
いて

防疫ニュースでの周知や勉強会での情報・意見交換を行って
おり、今後も国・県と調整を図りながら情報発信していく

養豚農家に対する情報発信の状況は

防
犯
対
策
に
つ
い
て

問	

通
学
路
に
お
け
る
緊
急
合
同
点
検
の
結
果
は
。

答	

危
険
・
要
注
意
箇
所
と
し
て
21
カ
所
の
提
出
が
あ
っ
た
。
防
犯

灯
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
要
望
、
街
路
灯
の
復
旧
、
雑
木
の
伐

採
な
ど
進
め
て
い
る
。

問	

今
年
ス
タ
ー
ト
し
た
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
現
在
の
状

況
は
。

答	

バ
ッ
ジ
等
を
田
原
警
察
署
と
合
わ
せ
て
5
月
末
現
在
3
2
3
名

の
方
に
交
付
し
て
い
る
。
多
く
の
市
民
に
趣
旨
、
内
容
を
伝
え

て
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

自由民主党田原市議団
森下  田嘉治



16田原市議会だより 第72号（2019年7月）

お知らせ　information

8/25 26 27 28 29 30 31

9/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

令和元年第3回定例会（9月議会）会期
8月30日（金）～9月24日（火）

日 月 火 水 木 金 土

10:00  開会
（6日　総務産業委員会…13:30開会）
（11〜13日、17日　予算決算委員会…9:00開会）

一般質問の録画が
スマートフォン・タブ
レットで見られます。

5月20・21日
総務産業委員会研修会

6月11日
渡会清継前議長表彰

田原市における観光地域づくりや公共交
通政策、幹線道路の整備についての研修
会を行いました。

市議会正副議長として４年間市政の振興
に努めたとして、全国市議会議長会から
表彰されました。

５月17日
新任議員現地視察

6月11日
全国市議会議長会定期総会

新任議員5名が津波避難マウンドほりきり
広場などを視察しました。

東京都千代田区で開催された第95回全国
市議会議長会定期総会に大竹正章議長が
出席しました。

4月11日
東海市議会議長会定期総会

5月28日
東三河広域連合議会臨時会

三重県津市で開催された第102回東海市
議会議長会定期総会に大竹正章議長、森
下田嘉治副議長が出席しました。

岡本禎稔議員が、みらい広域委員会委員長
に選出されました。

議
会
の
活
動

議
会
の
活
動

本会議
（議案審議）

本会議
（一般質問）

文教厚生委員会
総務産業委員会

予算決算委員会

（敬老の日）
予算決算委員会 議会運営委員会

・同協議会

（秋分の日）
本会議
（採決等）
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平成30年度政務活動費

▪政務活動費って？
　議員が調査研究、その他の活動をするため
に必要な経費の一部として交付される費用で
す。
　田原市議会では、1人当たり、年間24万円（月
額2万円）を会派に交付し、領収書を添付した
収支報告書が提出されています。
　年度ごとに精算し、残額がある場合は、市
に返還しなければなりません。

▪平成30年度収支報告	（平成30年4月1日～平成31年2月2日）

会派名 所属
議員数

交付額
（円）

支出額
（円）

返還額
（円）

自民クラブ 11人 2,420,000 2,628,639 0

市民クラブ 4人 880,000 763,222 116,778

無所属クラブ 1人 220,000 240,483 0 

公明党
田原市議団 1人 220,000 223,014 0 

日本共産党
田原市議団 1人 220,000 43,727 176,273

	 （平成31年2月3日～平成31年3月31日）

会派名 所属
議員数

交付額
（円）

支出額
（円）

返還額
（円）

自由民主党
田原市議団 ７人 140,000 124,189 15,811

自民クラブ ５人 100,000 61,232 38,768

市民クラブ ２人 40,000 25,762 14,238 

公明党
田原市議団 １人 20,000 20,959 0 

無派不撓
クラブ １人 20,000 930 19,070

かがやき １人 20,000 20,251 0 

みんなの党
田原市議団 １人 20,000 0 20,000

詳しい収支は、田原市議会ホームページをご覧ください。

東三河の各市の状況は…

（議員１人当たりの交付額）

	 豊橋市議会：年間	 108万円

	 豊川市議会：年間	27.6万円

	 蒲郡市議会：年間	 29万円

	 新城市議会：年間	 15万円



18田原市議会だより 第72号（2019年7月）

田原市議会「市政広聴会」
スタート！

図書館で議員と語ろう
ホリデー

4月22日（月）：田原中部市民館・堀切市民館　4月23日（火）：六連市民館・高松市民館・泉市民館

3月定例会の報告会に、延べ111名の方が参加してくださいました。

（
主
な
質
疑
・
意
見
）

▪	

市
債
の
額
と
、
そ
の
返
済
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
法
人
市
民
税
率
改
正
に
よ
る

本
市
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

▪	

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
家
屋
の
取
り
壊
し
で
補
助
は

出
る
が
、
更
地
に
す
る
と
固
定
資
産
税
が
上
が
っ
て

し
ま
う
。
固
定
資
産
税
の
増
加
分
の
補
助
は
出
な
い

の
か
。

▪	

市
長
は
1
期
目
か
ら
「
道
路
」
と
言
っ
て
い
る
が
予

算
項
目
に
あ
が
っ
て
い
な
い
の
は
動
き
が
な
い
か
ら

な
の
か
、
国
の
管
轄
事
業
だ
か
ら
な
の
か
。
議
会
と

し
て
は
そ
う
い
う
状
況
に
対
し
て
動
き
が
あ
る
の
か
。

▪	

赤
羽
根
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
し
尿
等
受
入
施
設
を
整
備

し
て
公
共
下
水
と
共
同
処
理
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

使
用
料
な
ど
の
料
金
体
系
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

▪	

泉
中
学
校
が
再
来
年
学
校
統
合
に
よ
り
廃
校
に
な
る
予

定
だ
が
、
今
後
の
施
設
利
用
は
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

▪	

馬
伏
地
区
は
37
戸
と
戸
数
も
少
な
く
各
種
役
員
の
な

り
手
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
。
戸
数
の
少
な
い
中
で

も
地
域
を
維
持
す
る
方
法
や
、
少
人
数
で
も
う
ま
く

役
を
こ
な
せ
る
方
法
等
参
考
事
例
が
あ
れ
ば
教
え
て

ほ
し
い
。

▪
斎
場
整
備
費
の
中
に
市
内
の
霊
柩
車
運
行
費
用
や
渥
美

地
域
へ
の
霊
柩
車
増
便
等
の
費
用
は
入
っ
て
い
る
か
。

あなたも自分の声を
議員に伝えて
みませんか？

市民の声

アンケートの自由意見から

議 会 報 告 会
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田原市議会「市政広聴会」
スタート！

図書館で議員と語ろう
ホリデー

　市民の皆さんから広くご意見をお聴かせいただくため、「市政広聴会」を始めます。
　ご意見、ご提案などを施策に反映する議会の窓口です。お気軽にどうぞ！

▪ 対　　象：	 5名以上で共通の活動をしている市民及び団体（単一事業者は除く）
		 例）農業・商工団体、社会教育団体、福祉団体など
▪ 日　　時：	 平日（月曜日から金曜日）午前９時から午後５時までの希望する日時
▪ 場　　所：	 田原市役所　南庁舎５階
▪ 申込方法：	 希望日の1週間前までに
	 ①代表者の氏名、連絡先、人数
	 ②団体としての活動内容
	 ③希望日時
	 を電話またはＦＡＸ、電子メール

でお申し込みください。

　市民の皆さんに「開かれた議会」を目指して、「図書館で議員と語ろう
　ホリデー」を開催します。
　お気軽に中央図書館くつろぎコーナーへお越しください。
　事前申込みは不要です。

■ 	今後、日時や場所を広げていく予定です。
■	申込み・問い合わせ先：田原市議会事務局
	 TEL0531-23-3533／FAX0531-22-5952／E-mail:gikai@city.tahara.aichi.jp

■ 問い合わせ先：田原市議会事務局
　	 TEL0531-23-3533　E-mail: gikai@city.tahara.aichi.jp

■ 日時：	8月4日（日）午後1時から午後3時まで
■ 会場：	田原市中央図書館　くつろぎコーナー

他市町では支援策
があるけど、田原
市にはない。

地域の課題が
放置されている。地域、市を盛り

上げる秘策がある！

市に頼まれると断りにくいけ
ど、負担が大きい。

休日のひと時
議員と話してみませんか
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※財源確保のため、有料広告として掲載しています。広告については、田原市議会が推奨するものではありません。

パートさん
しその葉の摘み取り作業

しその葉の結束・パック詰め

（応募）まずはお気軽にお電話ください。

内職さん
募
集

TEL 0531-37-0447
（有）前田園芸 田原市江比間町二字郷中45

自宅：TEL0531-37-0447

パートさん
内職さん
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藤
七
原
ホ
タ
ル
保
存
会

「
せ
せ
ら
ぎ
の
会
」の
み
な
さ
ん

ホ
タ
ル
輝
く
せ
せ
ら
ぎ
を
未
来
へ

｜
｜

ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
ホ
タ
ル
の
餌
カ
ワ
ニ
ナ
の
飼
育
か
ら
、
年
二
回
ず
つ
の
清
谷
川

の
草
刈
り
や
ゴ
ミ
拾
い
ま
で
、
ホ
タ
ル
の
生
息
環
境
を
保
つ
た
め

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
タ
ル
観
賞
の
時
期
に
合
わ
せ
、
衣
笠
市
民
館
で
勉
強

会
と
観
察
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

｜
｜

い
つ
ご
ろ
か
ら
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
何
十
年
も
前
か
ら
個
人
的
な
保
護
活
動
が
あ
り
、
そ
れ
を
引
き

継
ぐ
形
で
平
成
12
年
に
「
せ
せ
ら
ぎ
の
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

｜
｜

活
動
で
楽
し
い
こ
と
、
大
変
な
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
楽
し
い
こ
と
は
、
や
は
り
自
分
た
ち
の
活
動
の
成
果
と
し
て
、

光
る
ホ
タ
ル
を
観
る
こ
と
で
す
。

　
大
変
な
こ
と
は
、

草
刈
り
や
ゴ
ミ
拾

い
な
ど
の
保
全
作

業
全
般
で
す
。
会

員
の
高
齢
化
で
、

川
に
下
り
た
り
上

が
っ
た
り
す
る
こ

と
が
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

｜
｜

今
後
の
活
動
に

つ
い
て
、
目
標
な
ど

あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
と
に
か
く
現
状
維

持
が
自
分
た
ち
の
使

命
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
放
流
を
止
め
て

か
ら
10
年
以
上
に
な

り
ま
す
が
、
毎
年

ち
ゃ
ん
と
繫
殖
し
て

い
ま
す
。
ホ
タ
ル
は
環
境
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
。

　
一
度
い
な
く
な
っ
た
ら
終
わ
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

｜
｜

そ
の
他
に
何
か
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

　
ホ
タ
ル
の
光
は
求
愛
の
た
め
で
す
が
、
余
計
な
光
は
そ
の
妨
げ

と
な
り
ま
す
。
藤
七
原
で
は
ホ
タ
ル
を
守
る
た
め
に
一
部
の
街
路

灯
を
消
す
ほ
ど
で
す
が
、
車
で
川
ま
で
来
る
方
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
衣
笠
市
民
館
等
に
駐
車
し
歩
い
て
川
ま
で
来
て
い
た
だ
け
る

と
助
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
白
谷
の
石
灰
岩
採
掘
場
に
溜
ま
っ
た
水
が
清
谷
川
に
汲

み
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
水
に
異
変
が
あ
る
と
ホ
タ
ル
の
生

息
環
境
が
保
て
な
く
な
り
ま
す
し
、
水
道
水
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
藤
七
原
の
地
下
水
に
も
影
響
が
出
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
絶
対
に

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

・
・
・
・

（
聞
き
手
：
廣
中
清
介
）
令
和
元
年
６
月
取
材


